
表紙の写真は、５月１０日（日）に行われた

郡民体育祭の様子です。各種目で選手たち

が躍動しました。詳しくは、２ページをご覧

ください。

主な内容
● 玉名郡民体育祭【陸上競技】
● プレミアム商品券の概要
● 児童手当のお知らせ
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和水町が10連覇達成！！　～第70回玉名郡民体育祭【陸上競技】～

里山美術展が開催されました！
　５月２日（土）～６日（水）、肥後民家村で里山美術展
が開催されました。今年で１３回目を迎えたこの催し
は、さまざまな作家のアート作品を鑑賞したり、手す
き和紙や染物、ガラス工芸を実際に体験できるイベ
ントです。他にも、菊水中学校吹奏楽部の演奏やア
コースティックライブなど、さまざまなイベントが行わ
れました。
　開催期間中は、町内外問わず多くの人が参加され
ました。参加者からは、「作家の人とも話が出来てとて
も楽しい。笛を体験したり骨董をみたりしてゆっくりと
楽しませてもらいました。」と喜びの声が上がってい
ました。

５月10日（日）、南関町農村広場で、第70回玉名郡民体育祭【陸上競技】が開催されました。男子の部では
１位、女子の部では２位という結果で、総合の部で史上最多10連覇を果たしました。また、合計１８種目で
１位を獲得するなど優秀な成績を修めました。１位になった皆さんは９月に行われる県民体育祭に出場します。
選手・役員として参加した皆さんには心から感謝申し上げます。
今回は陸上競技が行われましたが、球技・格技・水泳については、７月１９日（日）に玉名郡内の各会場で
行われます。皆さんの温かい声援をよろしくお願いします。

100ｍ（40代）
100ｍ（50代）
200ｍ（29歳以下）
400ｍ（29歳以下）
1500ｍ（29歳以下）
1500ｍ（40代）
1500ｍ（50代）
2000ｍ（60代）
3000ｍ（30代）
走高跳（29歳以下）
砲丸投げ（30代）
砲丸投げ（40代）
砲丸投げ（60代）
円盤投げ（50代）
100ｍ（35歳～49歳）
砲丸投げ（35歳～49歳）
400ｍリレー（29歳以下）

（鍋島　悠汰さん、西川　洋智さん、　　
中峯　拓也さん、浦川　尚樹さん）

400ｍリレー（30代・40代・50代・60代or女子）
（木村　　勇さん、鍋島　忠隆さん、　　

近藤　祐樹さん、大山　三保さん）

鍋島　忠隆さん
木村　　勇さん
鍋島　悠汰さん
西川　洋智さん
池田　達哉さん
大山　道弘さん
津山　正孝さん
荒木　拓馬さん
荒木　宏太さん
戸上　健太さん
松村　和樹さん
荒尾　寿文さん
大城戸正剛さん
松尾　泰幸さん
大山　三保さん
大野　真紀さん

和水町行政相談委員「感謝状」受賞
　４月22日（水）、本庁で、行政相談委員の中村憲
一さん（上和仁）に総務省熊本行政評価事務所長か
ら、これまでの功績に対して感謝状が手渡されまし
た。
　中村さんは、平成２５年４月１日からの２年間行
政相談委員を務められ、町民と行政をつなぐパイプ
役として、国や県、町などに対する苦情や要望の解
決に尽力されました。改めて長年の御労苦に感謝申
し上げます。

　４月25日（土）、夢ランド十町広場で、タケノコの
収穫体験と試食会が開催されました。県内有数のタ
ケノコ産地でもある和水町で、放置竹林の活用やタ
ケノコの特産品化を目指し、和水町地域雇用創造協
議会が企画したものです。
　町内外から訪れた約70人の参加者が、タケノコ掘
り体験や、茹で方や干し方などの勉強会を行いまし
た。
　参加した多くの子どもたちはタケノコ掘りの大変
さを体験しながらも、「タケノコが大好きになりまし
た！」ととても楽しんでいました。

女性が輝く国際的な賞の受賞！

農業技術セミナーと食品加工技術セミナーを開催しました

　４月１６日（木）、鹿児島市内で、柳原志保さん
（馬場）が国際ソロプチミストアメリカから「夢を
生きる：女性のための教育・訓練賞」の南リジョン最
優秀賞とアメリカ連盟賞を受賞しました。国際ソロ
プチミストとは、世界的な組織で人権と女性の地位
を高める奉仕活動をしている団体で、この賞は困難
を乗り越えて目標に向かって頑張っている女性に贈
られる賞です。東日本大震災後、一人親ながら防災
士を取得し、講演などの防災普及活動が評価された
ことに柳原さんは「この賞に恥じないようにこれか
らも学ぶ姿勢を忘れず、女性目線でのわかりやすい
防災を伝えていきたいです」と力を込めました。

なかむら

いち

けん

やなぎはら し    ほ

1位

手すき和紙、じょうずにできるかな？

力強い投てきをする松村和樹さん

１５００ｍで優勝した池田達哉さん

受賞に喜ぶ柳原さん

感謝状を贈呈された中村さん

竹テントの下で、タケノコの試食会
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問い合わせ先　和水町商工会　本所　　　　☎０９６８・８６・２１２７
　　　　　　　本庁　商工観光課　商工係　☎０９６８・８６・５７２５

「ウルトラなごみん」を販売します！
　７月１日から、ウルトラなごみん（和水町プレミアム付商品券）を販売します。どなた

でもご購入できます。完売時点で販売終了となりますので、お早めにご購入ください。

平成２７年７月１日（水） 午前９時～
町内３カ所

①和水町商工会　本所
平日は午前９時～午後７時、土・日・祝日は午前１０時～午後４時

８月以降は、平日の午前９時～午後５時

②和水町商工会　支所（春富集会センター）　
平日の午前９時～午後５時

③和水町役場　本庁　商工観光課　　
７月１日（水）から７月３日（金）までの期間限定、午前９時～午後５時

１セットあたり１０，０００円
子育て世帯や７５歳以上の高齢者などは、購入時に割引券を利用する

ことで通常より１，０００円～２，０００円安い価格（８，０００円～９，０００円）で

購入することが可能です。（対象者には、町から割引券を郵送します。）

１セット当たり１３，０００円（額面１，０００円券の１３枚綴り）
６，５００セット
取扱加盟店が取り扱う商品の購入・サービスの提供などの代金支払

（取扱加盟店については、別途、和水町商工会からお知らせします。）

平成２７年７月１日（水）～平成２７年１２月３１日（木）

１人当たり５セットまで

30％プレミアム付商品券

販売開始
販売場所

販売価格

利用可能額
販売数量
利用方法

利用期間

購入限度数

健康福祉課 税務住民課 農林振興課 商工観光課
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　緑彩館出荷協議会および菊水ロマン館生産者協議会では、新鮮でおいしい野菜・果物

や、こだわりの加工品などを出品していただける新規会員を広く募集しています。専業で

農林業を営んでいる人をはじめ、農林業を生きがいとして楽しみたい人、消費者への直接

販売を楽しみたい人、郷土の自慢の味を伝えたい人など、興味がありましたら、緑彩館また

は菊水ロマン館までお気軽にお申し

込みください。

　物産館（緑彩館や菊水ロマン館）

は、夢が叶い、地域が潤う地域経済

活性化の拠点として、これからも町

民の皆様から愛され親しまれるよう

全力を尽くしてまいりたいと思いま

すので、よろしくお願いします。

問い合わせ先　緑彩館　☎０９６８・３４・４２２１　菊水ロマン館　☎０９６８・８６・３１００
　　　　　　　本庁　商工観光課　商工係　☎０９６８・８６・５７２５

新規会員を募集しています！

　中山間直接支払制度は、農業の生産条件が不利な地域で農業生産活動を継続するため、
国、県および町による支援制度として、平成１２年度から実施しており、平成２７年度から第４
期対策（平成２７年度～平成３１年度）が開始されます。

和水町では、すでに55集落が協定を結び、取り組んでいます。
新しく取り組んでみたい集落は、6月15日（月）までに、お問い合わせください。

第4期中山間直接支払制度がはじまります

問い合わせ先　総合支所　農林振興課　農業振興係
　　　　　　　☎０９６８・３４・３１１１（内線７２１・７２２）

農家の皆さんへ

地　目 区　　　　分

急傾斜（1／20以上）
緩傾斜（1／100以上）
急傾斜（15°以上）
緩傾斜（ 8°以上）

※対象となる地域や農用地などについては、一定の条件があります。

21,000
8,000
11,500
3,500

交付単価
（円／10a）

田

畑

交
付
単
価

健康福祉課 税務住民課 農林振興課 商工観光課
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ち
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落
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て
も
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ず
親
鳥
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保
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し
ま
す
の
で
拾

わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、熊
本
県
で
は
５
月
10
日
か
ら
の
一
カ
月
間

を
指
導
取
締
強
化
月
間
と
定
め
、違
法
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獲
な
ど

の
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に
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す
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民
の
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。

　
な
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、メ
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ロ
の
愛
が
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養
目
的
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獲
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つ
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ま
し
て
は
、鳥
獣
の
乱
獲
を
助
長
す
る
お
そ
れ
が
あ

る
こ
と
か
ら
、平
成
２４
年
４
月
１
日
よ
り
、新
た
な

捕
獲
の
許
可
は
し
な
い
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
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近
年
、鳥
獣
に
よ
る
農
林
作
物
な
ど

へ
の
被
害
が
、深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

鳥
獣
に
よ
る
被
害
を
減
ら
し
、農
林

作
物
を
守
る
に
は
、有
害
鳥
獣
を
寄
せ

つ
け
な
い
環
境
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

鳥
獣
に
と
って
、放
任
作
物
の
あ
る
農
地

は
絶
好
の
餌
場
と
な
り
、荒
廃
し
た
農

地
は
快
適
な
棲
み
家
と
な
り
ま
す
。放

任
作
物
は
農
地
か
ら
撤
去
し
、荒
廃
農

地
を
つ
く
ら
な
い
よ
う
草
刈
り
な
ど
の

環
境
整
備
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、和
水
町
で
は
、鳥
獣
に
よ
る
農

林
作
物
へ
の
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、

主
に
次
の
５
つ
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。事
業
に
は
、い
く
つ
か
制
約
が
あ
り

ま
す
の
で
、希
望
さ
れ
る
人
は
問
い
合

わ
せ
先
ま
で
、ご
連
絡
下
さ
い
。

■
鳥
獣
侵
入
防
止
柵
の
設
置
に

　対
す
る
補
助

電
気
柵
ま
た
は
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵

の
設
置
に
か
か
る
総
事
業
費
の
３０
％
以

内
の
経
費
を
補
助
し
ま
す
。補
助
金
額

の
上
限
は
３０
万
円
で
す
。

■
箱
罠
の
製
作
お
よ
び
購
入
に

　対
す
る
補
助

箱
罠
の
製
作
お
よ
び
箱
罠
の
購
入
に

つ
い
て
総
事
業
費
の
２０
％
以
内
の
経
費

を
補
助
し
ま
す
。補
助
金
額
の
上
限
は

１
万
円
で
す
。補
助
を
受
け
ら
れ
る
の

は
、罠
免
許
の
所
有
者
に
限
り
ま
す
。

※

箱
罠
の
製
作
は
、自
己
製
作
後
に
自

己
所
有
す
る
場
合
に
限
り
ま
す
。販

売
目
的
で
の
製
作
は
補
助
対
象
外

と
な
り
ま
す
。

■
箱
罠
の
無
料
貸
出
し

箱
罠
の
貸
出
し
を
無
料
で
行
っ
て
い

ま
す
。た
だ
し
、箱
罠
の
貸
出
し
は
原

則
１
人
１
基
で
す
。罠
免
許
を
所
有
し

て
い
る
人
の
み
申
請
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。箱
罠
の
数
に
限
り
が
あ
り
ま

す
の
で
、先
着
順
と
な
り
ま
す
。

■
狩
猟
免
許
の

　取
得
に
対
す
る
助
成

新
た
に
狩
猟
免
許
を
取
得
す
る
人
に

対
し
て
、講
習
会
の
受
講
料
を
助
成
し

ま
す
。助
成
金
は
１
万
円
で
す
。

　
た
だ
し
、狩
猟
免
許
取
得
後
は
、猟

友
会
な
ど
に
所
属
し
、有
害
捕
獲
活
動

に
従
事
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
条
件
と

な
り
ま
す
。

■
有
害
鳥
獣
の
捕
獲

有
害
鳥
獣
の
被
害
が
深
刻
で
あ
り
、

自
己
防
衛
を
行
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
被

害
が
生
じ
る
地
域
に
つ
い
て
は
、地
域
の

猟
友
会
に
よ
り
編
成
し
て
い
る
駆
除
隊

へ
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
駆
除
を
依
頼
し
ま

す
。そ
の
時
は
、被
害
現
場
を
確
認
し

た
う
え
で
駆
除
隊
と
協
議
し
、対
策
が

必
要
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、罠
を
仕
掛

け
る
な
ど
の
対
策
を
行
い
ま
す
。

●
住
民
の
皆
さ
ん
へ

駆
除
隊
は
年
間
を
通
し
有
害
鳥
獣

の
駆
除
を
行
い
ま
す
が
、駆
除
中
は
狩

猟
犬
を
用
い
た
狩
猟
を
行
う
こ
と
も
あ

り
、狩
猟
犬
が
道
路
に
出
た
り
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

総
合
支
所
　
農
林
振
興
課
　
林
務
係

☎
０
９
６
８・３
４・３
１
１
１（
内
線
7
2
5
）

有
害
鳥
獣
被
害

対
策
事
業
の
紹
介



問い合わせ先　本庁　税務住民課　生活環境係　☎０９６８・８６・５７２３
　　　　　　　総合支所　住民課　住民生活係　☎０９６８・３４・３１１１（内線７５２）

捨てず　増やさず　飼うなら一生

犬の放し飼いは
やめましょう！

動物の遺棄・虐待は
犯罪です！

ふん・尿の始末を
きちんとしましょう！

猫は屋内で
飼いましょう！！

首輪や迷子札を
つけましょう！

自分の飼い猫以外には
エサを与えないように
しましょう

避妊、去勢を必ずしま
しょう!不幸な猫を
増やさないで!

つながれていない犬は、交通事故にあったり、犬が苦手な人やご近所の人に、気
付かないうちにご迷惑をかけていることもあります。
また、普段はおとなしい犬でも、人に咬みついてケガをさせること（咬傷事故）が
あります。
※散歩の時や家にいる時も、原則として犬はつないで飼いましょう。

犬・猫を捨てないでください。虐待をしないでください。
（動物遺棄罪で１００万円以下の罰金に処せられることがあります。） 
最後まで責任をもって飼いましょう。     

散歩時のふんは持ち帰りましょう。
あなたのおうちの玄関やお庭にふんや尿をされたら、とても嫌な気分になりま
せんか？
皆さんが犬の正しい飼い方を知り、ルールとマナーを守って飼うことで迷子やケ
ガなどで収容される犬の数を減らすことができます。
人と動物とが穏やかに共生できる社会をめざして、私たち一人一人にできること
を考えてみませんか？

首輪をしていれば、飼い猫であるのが分かります。
迷子になった場合は、保健所・役場・警察に連絡しましょう。
飼い主の責任として、迷子になっても帰って来れるよう必ず
迷子札をつけてください。

屋内で飼うと交通事故や他の猫とのケンカやトラブルになりません。
また、ふんや尿、イタズラ、鳴き声などで、ご近所への迷惑がなくなります。
事故や病気の予防のためにも屋内で飼うようにしましょう。 

ご近所の方に、あなたはご迷惑をかけていること、ご存知ですか？
動物を飼うには責任が伴います。ただエサを与えてかわいい姿を楽しむだけで
は責任ある飼い主とはいえません！　増えすぎた猫をめぐる近隣や地域のトラブ
ルは全国で多数発生し、裁判にもなっています。

猫は１年に２～４回出産し、１回で４～８頭産みます。
あなたは、全ての子猫の面倒をみれますか？新しい飼い主さんを探すことはで
きますか？面倒を見れず無責任に捨てる人も多く、行き場のない猫たちは、不幸
な運命をたどるしかありません！手術をすることで病気発生の低下や、発情期の
鳴き声やケンカ、尿の臭いが緩和されるなどメリットがたくさんあります。

（熊本県動物の愛護および管理に関する条例第5条）

（熊本県動物の愛護および管理に関する条例第４条）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  こうしょう

健康福祉課 税務住民課 農林振興課 商工観光課
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 今年度も下記の日程で現況届の受付を行います。提出されないと、６月以降の手当が受けられなくなりますので、必
ず提出してください。

※日程、時間などの都合が悪い人は、ご相談ください。
※５月中に、転入された人や第１子の出生などで認定請求書を提出された人は、現況届を提出する必要はありません。
※「子育て世帯臨時特例給付金」の申請受付も上記受付日は時間を延長して、同時に行います。　混雑が予想され
ますので、時間に余裕をもってお越しください。

菊水地区　　６月１６日（火）・１７日（水）　本庁１階会議室
三加和地区　６月１８日（木）・１９日（金）　総合支所住民課窓口

午前8時30分～午後７時

・印鑑
・保護者（受給者と配偶者）と児童の保険証
・受給者と配偶者の平成27年度の所得課税証明書（平成２７年１月２日以降に和水町
　に転入された人）
　※平成27年1月1日時点で住民登録されていた市区町村で取得できます
・児童の住民票謄本（児童が和水町外に住民登録されている人）

中学３年生までの児童を養育している人（公務員の人を除く）

受付日・受付場所

受付時間

持ってくるもの

対 象 者

問い合わせ先　本庁　健康福祉課　子ども家庭係　☎０９６８・８６・５７２４
　　　　　　　総合支所　住民課　健康福祉係　　☎０９６８・３４・３１１１（内線７６５）

１５，０００円
１０，０００円（第３子以降は、１５，０００円）
１０，０００円

児童手当の額（１人当たり月額）
３歳未満
３歳以上小学校修了前
中学生

児童の年齢

★支給対象
　中学校３年生までの児童を養育している人

　※公務員の人は、勤務先から支給されます。

★支給額

※児童を養育している人の所得が所得制限限度額以上の場合は、特例給付として児童1人あたり月額5,000円を支
給します。

※「第３子以降」とは、高校卒業までの養育している児童のうち、3番目以降をいいます。

★支給時期
原則として、毎年6月、10月、2月にそれぞれの前月分までの手当を支給します。

★現況届
6月以降の児童手当を受けるには、現況届が必要です。現況届は、毎年6月１日の状況を把握し、6月以降の児童手

当を引き続き受ける要件を満たしているかどうかを確認するためのものです。

児童手当のお知らせ
健康福祉課 税務住民課 農林振興課 商工観光課
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子育て世帯臨時特例給付金の
受付を行います

　子育て世帯臨時特例給付金は、消費税率引き上げの影響などを踏まえ、子育て世帯に対して、
臨時特例的な給付措置として行うものです。

★対象者　　　　 平成27年6月分の児童手当（特例給付を除く）を受給されている人
★対象児童　　　 支給対象者の平成27年6月分の児童手当の対象となる児童
★支給対象者　　 対象児童1人につき3,000円
★基準日　　　　 平成27年5月31日

※児童手当の現況届受付日は、子育て世帯臨時特例給付金の申請も受付時間を延長して行います。詳しく
は、右記をご覧下さい。
※臨時福祉給付金の受付は、9月ごろを予定しています。

本庁　健康福祉課・総合支所　住民課　
6月１６日(火)～9月３０日(水)（土・日・祝日を除く。）
午前８時３０分～午後5時15分
通帳・印鑑
＊公務員の人は、職場で発行された証明書と申請書をお持ちください。

受付場所
受付期間
受付時間
持ってくるもの

健康福祉課 税務住民課 農林振興課 商工観光課
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問い合わせ先　　本庁　健康福祉課　子ども家庭係　☎0968・86・5724
総合支所　住民課　健康福祉係　　☎0968・34・3111（内線765）

　熊本県では、障がい者などの補装具に関する相談や障がい福祉サービスの利用に関する相談を
受け、必要に応じて医学的診査や判定を行い、身体障がい者などの福祉向上を図ります。

身体障がい者(児)
巡回相談を行います

と　　き　　６月２２日（月）
と こ ろ　　山鹿市健康福祉センター
実施機関　　熊本県福祉総合相談所
相談内容　　①補装具に関する相談および判定
　　　　　　②障がい福祉サービス利用に関する相談
申込締切　　６月15日（月）

問い合わせ先　本庁　健康福祉課　障がい福祉係　☎０９６８・８６・５７２４



4月25日（土）、「レストラン“シェ・ホンダ”」で『低エネルギーのフレンチフルコースお食事会』を開催しました。この
お食事会も今年で8回目となり、「ふれあい会（糖尿病教室）」の催し物として定着し、16名の方にご参加いただき
ました。
糖尿病の食事療法は、たいへん制限が多いというイメージを持つ人も多いかもしれませんが、香辛料の利用や
肉や魚介類を脂質の少ないものを選ぶことにより、エネルギーや塩分が控えめでもおいしく味わうことができます。
実際、旬の食材のうまみや香辛料で塩分が少なくてもしっかりとした味でとてもおいしくいただきました。本田シェフ
のお話では、料理の説明に加え、テーブルマナーについても話をしていただき、みなさん興味深く、楽しく聞かれて
いました。
また、医師をはじめ、和水町立病院の各部署のさまざまな職種のスタッフも参加していたため、日ごろは聞くこと
のできない質問や疑問について、食事を交えながらお話をすることができ、会話も弾んでいたようです。

ふれあい会では、糖尿病の人、そのご家族、または糖
尿病に関心のある人を対象に、糖尿病に関する知識の
習得、糖尿病との付き合い方、糖尿病予防についてのお
話など、調理実習やレクリエーションを交え行っています。
参加されたことのない人も、ぜひお気軽にご参加

ください。

◎ウォーキング（手作り弁当）
◎レクリエーション（ペタンク）
◎予防教室　（山太郎祭り会場）
◎バイキング（調理実習）

※都合により、内容に変更がある場合もあります。

「ふれあい会（糖尿病教室）」への参加をお待ちしています

平成２７年度ふれあい会の今後の予定

・蛍烏賊と帆立貝の野菜の柿酢マリネ
・アサリと茸のスパゲッティ―
・グリーンピースのクリームスープ

・鯛と海老のワイン蒸し、海苔のソース添え
・フィレ肉の軽いカレー風味ソース、筍と木の芽のライス添え

・繊切り野菜サラダ
・苺とブラックタピオカのミントティーのスープ仕立て

・カフェまたは紅茶　

本日のメニュー

エネルギー５９９kcal  塩分 2.9g

エネルギーは一般的な
フランス料理の約 1／３

問い合わせ先　和水町立病院　☎０９６８・８６・３１０５
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で
見
る
と
、長
円
形
を
し
て
い
ま
す
。こ
の
地
に
、

幅
広
の
帯
状
削
平
地
が
、南
側
と
南
西
側
に
連

な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
中
に
は
、井
戸
跡
と
さ
れ
る

大
穴
も
あ
り
ま
す
。

〔
井
戸
跡
〕形
状
は
、日
平
城
跡
の
山
城
に
残
る

井
戸
に
酷
似
し
ま
す
。同
様
に
、雨
水
を
貯
水
し

た
も
の
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

〔
城
の
大
き
さ
〕前
号
で
も
取
り
上
げ
ま
し
た

が
、江
栗
城
跡
は
、北
方
向
へ
６・３
㎞
離
れ
た
田
中

城
跡
の
本
城
と
の
強
い
繋
が
り
が
伺
え
ま
す
。志

口
永
城
跡
・
城
ン
原
城
跡
・
神
尾
城
跡
・石
坂
城

跡・岩
村
城
跡・前
城
跡
を
含
む
田
中
城
跡
の
支

城
群
の
中
で
は
、抜
き
に
出
た
規
模
の
大
き
さ

と
、詰
め
の
城
や
井
戸
を
有
す
る
、し
っ
か
り
と
し

た
縄
張
り
か
ら
、田
中
城
と
親
子
関
係
に
あ
る

城
郭
と
の
見
方
が
出
来
ま
す
。江
栗
城
が
、田
中

城
の
サ
ブ
的
な
城
郭
と
の
見
方
で
す
。支
城
群
の

中
で
は
、第
２
の
本
城
の
位
置
付
け
に
な
り
ま

す
。田
中
城
の
修
理
期
間
中
に
有
事
が
発
生
し

た
場
合
、臨
時
的
に
本
城
の
機
能
を
、江
栗
城
に

移
す
と
い
う
も
の
で
す
。し
か
し
、実
際
、そ
の
様

な
事
は
、起
き
な
か
っ
た
と
想
像
さ
れ
ま
す
。文

献
に
城
歴
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、そ
の
た

め
で
し
ょ
う
。

あ
る
削
り
落
し
も
無
く
な
り
、穏
や
か
な
造
成

地
で
す
。こ
れ
ま
で
と
は
、明
ら
か
に
異
な
る
地

形
で
す
。

　
一方
で
、こ
の
Ａ
地
点
か
ら「
城
尾
」の
入
口
の
Ｂ

地
点
ま
で
は
、図
面
上
の
直
線
距
離
で
、４
４
０ｍ

も
あ
り
、余
り
に
縄
張
り
が
広
い
と
の
疑
問
も
生

じ
ま
す
が
、現
実
で
す
か
ら
、受
け
入
れ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

〔
城
尾
〕尾
根
を
南
下
し
ま
す
。Ⅱ
郭
を
通
過
す

る
と
、尾
根
は
上
り
に
転
じ
、鉄
塔
の
東
側
あ
た

り
で
小
山
の
様
相
を
呈
し
ま
す
。頂
は
、周
囲
の

斜
面
が
削
り
出
さ
れ
て
、城
跡
に
相
応
し
い
地
形

で
す
。

　
こ
れ
か
ら
尾
根

は
、や
や
凹
地（
Ｂ

地
点
）と
な
り
、

段
下
が
り
状
態

で
、地
形
が
回
復

し
た
後
、以
南
が

城
尾
の
本
体
部

分
と
な
り
ま
す
。

凹
地
は
、堀
切
が

埋
め
戻
さ
れ
た

跡
地
と
思
わ
れ

ま
す
。

　
本
体
の
背
面

は
、北
東
か
ら
南

西
に
か
け
て
の
緩

斜
面
で
、地
形
図

栗
城
跡
調
査
は
、今
月
か
ら
縄
張
り

の
中
心
部
で
あ
る「
城
尾
」区
画
に

入
り
ま
し
た
。当
地
は
杉
山
で
す

が
、孟
宗
竹
と
笹
竹
も
繁
茂
し
て
お
り
、伐
採
班

の
方
々
が
苦
労
さ
れ
ま
し
た
。お
陰
で
、調
査
は

順
調
に
展
開
し
て
い
ま
す
。早
く
も
蚊
が
出
ま

し
た
。

　
城
跡
地
と
周
辺
地
形
を
、再
度
、説
明
し
ま

す
。高
さ
58ｍ
程
の
低
山
に
築
か
れ
た
山
城
で
、

尾
根
は
、北
か
ら
南
に
延
び
て
い
ま
す
。西
下
の

小
谷
を
県
道
が
通
り
、南
下
に
は
菊
池
川
が
流

れ
、こ
こ
も
川
岸
に
県
道
が
走
り
ま
す
。東
下
の

谷
部
は
、第
２
衛
生
セ
ン
タ
ー
の
敷
地
で
す
。集

落（
中
世
の
城
下
町
）は
、城
跡
の
南
西
側
に
あ

り
、菊
池
川
と
県
道
に
沿
っ
て
、家
屋
が
軒
を
連

ね
て
い
ま
す
。

　
縄
張
り
は
、南
側
区
域
に
、広
い
面
積
の「
城

尾
」が
あ
り
、北
隣
り
に
、小
山
を
造
成
し
た
Ⅰ

郭
と
Ⅱ
郭
が
位
置
し
て
お
り
、両
郭
は
、詰
め
の

城
と
思
わ
れ
ま
す
。そ
れ
か
ら
以
北
は
、帯
状
の

尾
根
筋
に
な
り
ま
す
。今
回
は
、こ
の
北
側
区
域

も
、徹
底
的
に
調
査
し
ま
し
た
。結
果
と
し
て
、

確
た
る
北
限
個
所
が
把
握
で
き
ま
し
た
。

〔
城
域
の
北
限
〕掲
載
図
面
の
Ａ
地
点（
凹
地
）

で
、縄
張
り
を
構
成
し
て
き
た
尾
根
筋
が
、完
全

に
途
切
れ
ま
す
。こ
こ
か
ら
北
は
、地
形
に
大
き

な
変
化
が
見
ら
れ
ま
す
。造
成
が
単
純
化
さ
れ

て
、尾
根
筋
を
横
断
す
る
形
で
、小
規
模
の
平
地

が
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。段
差
面
に
、高
低
差
の

江

20

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

ひ 

び
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

し

ぐ
ち
な
が
　
　
　
　
じ
ょ
う
ん
は
る
　
　
　
　  

か
み  

お  

　
　
　
　  

い
し
ざ
か

　
　 

い
わ
む
ら
　
　
　
　  

ぜ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
わ 

ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

じ
ょ
う
の
お

　
　
　
も
う
そ
う
だ
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

ば
っ
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

や
ま
じ
ろ

 

　                            

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　                      

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

つ
　
　
　
　

し
ろ
　
　
　
　
　
　
　
　 

江栗城跡　縄張り図

大 

田 

幸 

博

（
元・菊
水
町
史
編
纂
委
員
会
副
委
員
長
）

江
栗
城
跡

歴
史
調
査
の
楽
し
み
方

　
　
　え

　
　
　
　
　
　 ぐ 

り

　
　
　
　
　  

じ
ょ
う

　
　
　
　
　あ 

と
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時
15
分
）

申
込
方
法
　
消
防
本
部
消
防
課
へ
電
話
で
申

　
　
　
　
　
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

有
明
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防
本
部

消
防
課
　
　  

☎
０
９
６
８・７
３・５
２
８
３

　
防
火
管
理
者
と
は
、多
数
の
人
が
利
用
す
る

建
物
な
ど
の「
火
災
に
よ
る
被
害
」を
防
止
す

る
た
め
、防
火
管
理
に
係
る
消
防
計
画
を
作
成

し
、防
火
管
理
上
必
要
な
業
務
を
計
画
的
に
行

う
責
任
者
を
い
い
ま
す
。

と
き
　
7
月
23
日（
木
）24
日（
金
）の
２
日
間

　
　
　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時
30
分

　
　（
２
日
間
受
講
し
な
い
と
修
了
証
は
交
付

　
　
　
で
き
ま
せ
ん
）

と
こ
ろ
　
玉
名
市
民
会
館
　
別
館
第
１
会
議

室（
玉
名
市
岩
崎
１
５
２‐
２
）

定
員
　
80
人
程
度（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

申
込
期
間
　
6
月
15
日（
月
）〜
7
月
10
日（
金
）

講
習
料
　
４
０
５
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

申
込
先
　
有
明
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防
本
部・

荒
尾
消
防
署・玉
名
消
防
署

申
込
方
法
　
受
講
申
込
書
を
記
入
の
う
え
、

申
込
先
へ
直
接
持
参
、
も
し
く
は
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

有
明
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防
本
部

予
防
課
　
　  

☎
０
９
６
８・７
３・５
２
７
３

　
小
学
５・６
年
生
を
対
象
に
、消
防
や
防
災
に

つ
い
て
見
て
、聞
い
て
、体
験
で
き
る
イ
ベ
ン
ト

を
行
い
ま
す
。参
加
費
は
無
料
で
す
の
で
、ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き
　
7
月
29
日（
水
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

と
こ
ろ
　
荒
尾
消
防
署（
荒
尾
市
宮
内
字
松
ケ

　
浦
１
０
２
７‐

９
）

対
象
者
　
小
学
５
、６
年
生

定
員
　
30
人（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

募
集
期
間
　
6
月
29
日（
月
）〜
7
月
10
日（
金
）

　
　
　
　（
平
日
の
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5

　
熊
本
県
青
年
司
法
書
士
会
で
、離
婚・Ｄ
Ｖ
問

題
の
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。離
婚
や
、配

偶
者
や
交
際
相
手
か
ら
う
け
る
身
体
的・精
神

的・経
済
的
な
暴
力
に
関
す
る
法
的
問
題
に
つ

い
て
無
料
で
ご
相
談
で
き
ま
す
。ご
予
約
は
不

要
で
す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と
き
　
６
月
21
日（
日
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

面
接
で
の
ご
相
談

　
熊
本
県
司
法
書
士
会
館
2
階（
熊
本
市
中
央

区
大
江
4
丁
目
4
番
34
号
）

電
話
で
の
ご
相
談　

☎
０
９
６・３
６
４・０
８
０
０

問
い
合
わ
せ
先

　
司
法
書
士
　
髙
橋
愛
子

☎
０
９
６・３
８
１・８
７
７
７

　
皆
さ
ん
は
、心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
適
切

に
実
施・使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
？
救

急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
、そ
の
場
に
い
る

人
の一刻
も
早
い
適
切
な
心
肺
蘇
生
法
の
実
施

と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
が
、命
を
救
う
重
要
な
カ
ギ

と
な
り
ま
す
。

　
ひ
と
り
で
も
多
く
の
人
に
救
命
手
当
て
の
重

要
性
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、心
肺
蘇
生
法
を
覚

え
て
い
た
だ
く
た
め
に
、救
急
講
習
会
を
開
催

し
ま
す
。ま
た
、こ
の
講
習
会
を
修
了
さ
れ
た

人
に
は
修
了
証
カ
ー
ド
の
発
行
を
い
た
し
ま

す
。皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

と
き
　
６
月
21
日（
日
）

　
　
　
午
前
９
時
〜
正
午

と
こ
ろ
　
玉
名
消
防
署
　
２
階
会
議
室（
玉
名

　
２
０
１
１‐

２
）

定
員
　
先
着
15
人
ま
で（
事
前
に
電
話
に
て
申

　
込
み
が
必
要
で
す
。）

参
加
費
　
無
料

そ
の
他
　
以
前
に
、普
通
救
命
講
習
会
を
受
け

ら
れ
た
人
は
、修
了
証
カ
ー
ド
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。（
参
加
申
し
込
み
数
が一定
に
満

た
な
い
場
合
は
、開
催
を
延
期
す
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

申
込
み・問
い
合
わ
せ
先

　
玉
名
消
防
署
　
救
急
係

☎
０
９
６
８・７
３・７
１
１
７

　
最
近
、強
風
に
よ
り
高
速
道
路
沿
線
の
土
地

か
ら
高
速
道
路
上
へ
竹
な
ど
が
倒
れ
込
ん
で
高

速
道
路
を
走
行
す
る
自
動
車
に
衝
突
す
る
と

い
っ
た
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、高
速
道
路
沿
線
に
竹
な
ど

を
所
有
し
、高
速
道
路
へ
の
危
険
が
予
知
さ
れ

る
よ
う
で
し
た
ら
、伐
採
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、高
速
道
路
上
へ
竹
な
ど
が
倒
れ
込
む

可
能
性
が
あ
っ
た
場
合
、や
む
な
く
高
速
道
路
を

管
理
す
る
西
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
に
て
伐

採
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご

了
承
く
だ
さ
い
。ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
、問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
高
速
道
路
を
ご
利
用
の
お
客
様
が
安
全
快

適
に
走
行
で
き
る
よ
う
に
、ご
協
力
お
願
い
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

西
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
九
州
支
社

熊
本
高
速
道
路
事
務
所
　
管
理
第一課

☎
０
９
６
５・３
９・０
７
１
１

　　
県
で
は
、小
規
模
事
業
者（
製
造
業
）の
人
材

育
成
を
支
援
す
る
た
め
、専
門
的
知
識
を
持
っ

た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、人
材
育
成

の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
無
料
で
応
じ
る
事
業
を

開
始
し
ま
し
た
。ま
た
、高
い
技
術
を
持
つ
講

師
を
企
業
に
派
遣
し
て
、技
術
指
導
を
行
な
う

人
材
育
成
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　（
公
財
）く
ま
も
と
産
業
支
援
財
団

☎
０
９
６・２
８
９・２
４
３
８

と
き
　
８
月
27
日（
木
）

と
こ
ろ
　
公
立
大
学
法
人
熊
本
県
立
大
学（
熊

　
本
市
東
区
月
出
３‐

１‐

１
０
０
）

受
験
資
格
　
中
学
校
卒
業
程
度
の
学
歴
を
持

ち
、飲
食
店
や
給
食
施
設
な
ど
で
２
年
以
上
の

調
理
業
務
に
従
事
し
た
経
験
の
あ
る
人

願
書
配
布
　
５
月
中
旬
か
ら

　
　
　
　
各
保
健
所
、県
庁
健
康
づ
く
り
推
進

　
　
　
　
課
な
ど
で
配
布

願
書
受
付
　
6
月
15
日（
月
）〜
6
月
19
日（
金
）

提
出
先
　
熊
本
市
居
住
者
↓
熊
本
市
保
健
所

　
　
熊
本
市
外
の
県
内
居
住
者
↓
県
保
健
所

問
い
合
わ
せ
先

最
寄
り
の
保
健
所
ま
た
は

県
庁
健
康
づ
く
り
推
進
課

☎
０
９
６・３
３
３・２
２
５
２

　
放
送
大
学
で
は
平
成
27
年
度
第
２
学
期（
10

月
入
学
）の
学
生
を
募
集
中
で
す
。

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　
心
理
学・福
祉・経
済・歴
史・文
学・自
然
科

学
な
ど
、幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

　
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た
い
、

学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、様
々
な
目
的
で
幅

広
い
世
代
、職
業
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

○
15
歳
以
上
の
人
な
ら
、1
科
目
か
ら
学
習
す

る
選
科
履
修
生・科
目
履
修
生
と
し
て
入
学

で
き
ま
す
。

○
18
歳
以
上
の
大
学
入
学
資
格
を
お
持
ち
の

人
な
ら
、入
学
試
験
は
な
く
、全
科
履
修
生

と
し
て
入
学
で
き
、4
年
以
上
在
学
し
て
、

１
２
４
単
位
を
修
得
し
卒
業
す
る
と
、学
士

（
教
養
）の
学
位
を
取
得
で
き
ま
す
。

○
一
つ
の
分
野
を
体
系
的
に
学
び
た
い
人
に
は

「
放
送
大
学
エ
キ
ス
パ
ー
ト
」を
実
施
し
て
い

ま
す
。

出
願
期
間
　
第
1
回
は
8
月
31
日（
月
）ま
で
、

第
2
回
は
９
月
20
日（
日
）ま
で
。

資
料
請
求・問
い
合
わ
せ
先

　
放
送
大
学
熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６・３
４
１・０
８
６
０

資
料
請
求
は
無
料
で
す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
本
校
で
は
、障
が
い
の
あ
る
人
を
対
象
と
し

た
職
業
訓
練（
障
が
い
者
委
託
訓
練
）を
行
な
っ

て
お
り
、受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。受
講

料
は
無
料（
別
途
テ
キ
ス
ト
代
は
有
料
）で
す
の

で
、お
気
軽
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

①【
パ
ソ
コ
ン
基
礎
習
得
科
】

②【
パ
ソ
コ
ン
事
務
科
】
　　

と
き
　
①
②
８
月
４
日（
火
）〜
10
月
30
日（
金
）

と
こ
ろ

　
①
株
式
会
社
プ
ラ
ン
ト（
熊
本
市
中
央
区
神

　
水
1
丁
目
38‐

10
）

　
②
有
限
会
社
Ｐ
Ｃ
ク
リ
エ
イ
ト（
玉
名
市
築

　
地
１
９
１‐
１
）

受
講
対
象
障
が
い
　

①
下
肢
障
が
い・内
部
障
が
い
、精
神
障
が

い
、発
達
障
が
い
、高
次
脳
機
能
障
が
い

②
聴
覚
障
が
い
、上
肢
障
が
い・下
肢
障
が

い・内
部
障
が
い
、精
神
障
が
い
、発
達
障
が

い
、難
病

定
員
　
①
５
人
　
②
７
人

内
容
　
①
②
パ
ソ
コ
ン（
ワ
ー
ド・エ
ク
セ
ル
な

ど
）の
基
本
知
識
や
技
能
の
習
得
お
よ
び
就

職
支
援

募
集
期
間
　
①
②
６
月
30
日（
火
）

費
用①

テ
キ
ス
ト
代  

８
，２
３
３
円（
税
抜
）程
度

②
テ
キ
ス
ト
代  

７
，６
３
３
円（
税
抜
）程
度

問
い
合
わ
せ
先
　

　
お
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
た
は

　
熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
９
６・３
７
８・０
１
２
１

　
平
成
27
年
度
の
労
働
保
険
年
度
更
新
手
続

は
６
月
１
日
か
ら
７
月
10
日
ま
で
で
す
。労
働

保
険
料
は
熊
本
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴

収
室
ま
た
は
県
内
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督

署
、も
し
く
は
日
本
銀
行
歳
入
代
理
店
の
金
融

機
関
ま
た
は
郵
便
局
で
申
告・納
付
し
て
く
だ

さ
い
。

　
年
度
更
新
を
怠
る
と
、追
徴
金
を
徴
収
す
る

障
が
い
者
職
業
訓
練
受
講
生
募
集

熊
本
県
調
理
師
試
験
実
施

労
働
保
険
年
度
更
新
の
お
知
ら
せ

放
送
大
学
10    
月
生
募
集

小
規
模
事
業
者
の
皆
さ
ん
へ

高
速
道
路
沿
線
の
皆
さ
ん
へ

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
救
急
講
習
会
の
開
催

「
甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
会
」開
催

家
庭
ト
ラ
ブ
ル
無
料
相
談
会
開
催

夏
休
み
特
別
企
画
！

「
キ
ッ
ズ
防
災
塾
」開
催

く ら し の 情 報
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時
15
分
）

申
込
方
法
　
消
防
本
部
消
防
課
へ
電
話
で
申

　
　
　
　
　
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

有
明
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防
本
部

消
防
課
　
　  

☎
０
９
６
８・７
３・５
２
８
３

　
防
火
管
理
者
と
は
、多
数
の
人
が
利
用
す
る

建
物
な
ど
の「
火
災
に
よ
る
被
害
」を
防
止
す

る
た
め
、防
火
管
理
に
係
る
消
防
計
画
を
作
成

し
、防
火
管
理
上
必
要
な
業
務
を
計
画
的
に
行

う
責
任
者
を
い
い
ま
す
。

と
き
　
7
月
23
日（
木
）24
日（
金
）の
２
日
間

　
　
　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時
30
分

　
　（
２
日
間
受
講
し
な
い
と
修
了
証
は
交
付

　
　
　
で
き
ま
せ
ん
）

と
こ
ろ
　
玉
名
市
民
会
館
　
別
館
第
１
会
議

室（
玉
名
市
岩
崎
１
５
２‐

２
）

定
員
　
80
人
程
度（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

申
込
期
間
　
6
月
15
日（
月
）〜
7
月
10
日（
金
）

講
習
料
　
４
０
５
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

申
込
先
　
有
明
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防
本
部・

荒
尾
消
防
署・玉
名
消
防
署

申
込
方
法
　
受
講
申
込
書
を
記
入
の
う
え
、

申
込
先
へ
直
接
持
参
、
も
し
く
は
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

有
明
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防
本
部

予
防
課
　
　  

☎
０
９
６
８・７
３・５
２
７
３

　
小
学
５・６
年
生
を
対
象
に
、消
防
や
防
災
に

つ
い
て
見
て
、聞
い
て
、体
験
で
き
る
イ
ベ
ン
ト

を
行
い
ま
す
。参
加
費
は
無
料
で
す
の
で
、ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き
　
7
月
29
日（
水
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

と
こ
ろ
　
荒
尾
消
防
署（
荒
尾
市
宮
内
字
松
ケ

　
浦
１
０
２
７‐

９
）

対
象
者
　
小
学
５
、６
年
生

定
員
　
30
人（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

募
集
期
間
　
6
月
29
日（
月
）〜
7
月
10
日（
金
）

　
　
　
　（
平
日
の
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5

　
熊
本
県
青
年
司
法
書
士
会
で
、離
婚・Ｄ
Ｖ
問

題
の
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。離
婚
や
、配

偶
者
や
交
際
相
手
か
ら
う
け
る
身
体
的・精
神

的・経
済
的
な
暴
力
に
関
す
る
法
的
問
題
に
つ

い
て
無
料
で
ご
相
談
で
き
ま
す
。ご
予
約
は
不

要
で
す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と
き
　
６
月
21
日（
日
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

面
接
で
の
ご
相
談

　
熊
本
県
司
法
書
士
会
館
2
階（
熊
本
市
中
央

区
大
江
4
丁
目
4
番
34
号
）

電
話
で
の
ご
相
談　

☎
０
９
６・３
６
４・０
８
０
０

問
い
合
わ
せ
先

　
司
法
書
士
　
髙
橋
愛
子

☎
０
９
６・３
８
１・８
７
７
７

　
皆
さ
ん
は
、心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
適
切

に
実
施・使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
？
救

急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
、そ
の
場
に
い
る

人
の一刻
も
早
い
適
切
な
心
肺
蘇
生
法
の
実
施

と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
が
、命
を
救
う
重
要
な
カ
ギ

と
な
り
ま
す
。

　
ひ
と
り
で
も
多
く
の
人
に
救
命
手
当
て
の
重

要
性
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、心
肺
蘇
生
法
を
覚

え
て
い
た
だ
く
た
め
に
、救
急
講
習
会
を
開
催

し
ま
す
。ま
た
、こ
の
講
習
会
を
修
了
さ
れ
た

人
に
は
修
了
証
カ
ー
ド
の
発
行
を
い
た
し
ま

す
。皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

と
き
　
６
月
21
日（
日
）

　
　
　
午
前
９
時
〜
正
午

と
こ
ろ
　
玉
名
消
防
署
　
２
階
会
議
室（
玉
名

　
２
０
１
１‐

２
）

定
員
　
先
着
15
人
ま
で（
事
前
に
電
話
に
て
申

　
込
み
が
必
要
で
す
。）

参
加
費
　
無
料

そ
の
他
　
以
前
に
、普
通
救
命
講
習
会
を
受
け

ら
れ
た
人
は
、修
了
証
カ
ー
ド
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。（
参
加
申
し
込
み
数
が一定
に
満

た
な
い
場
合
は
、開
催
を
延
期
す
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

申
込
み・問
い
合
わ
せ
先

　
玉
名
消
防
署
　
救
急
係

☎
０
９
６
８・７
３・７
１
１
７

　
最
近
、強
風
に
よ
り
高
速
道
路
沿
線
の
土
地

か
ら
高
速
道
路
上
へ
竹
な
ど
が
倒
れ
込
ん
で
高

速
道
路
を
走
行
す
る
自
動
車
に
衝
突
す
る
と

い
っ
た
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、高
速
道
路
沿
線
に
竹
な
ど

を
所
有
し
、高
速
道
路
へ
の
危
険
が
予
知
さ
れ

る
よ
う
で
し
た
ら
、伐
採
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、高
速
道
路
上
へ
竹
な
ど
が
倒
れ
込
む

可
能
性
が
あ
っ
た
場
合
、や
む
な
く
高
速
道
路
を

管
理
す
る
西
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
に
て
伐

採
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご

了
承
く
だ
さ
い
。ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
、問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
高
速
道
路
を
ご
利
用
の
お
客
様
が
安
全
快

適
に
走
行
で
き
る
よ
う
に
、ご
協
力
お
願
い
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

西
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
九
州
支
社

熊
本
高
速
道
路
事
務
所
　
管
理
第一課

☎
０
９
６
５・３
９・０
７
１
１

　　
県
で
は
、小
規
模
事
業
者（
製
造
業
）の
人
材

育
成
を
支
援
す
る
た
め
、専
門
的
知
識
を
持
っ

た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、人
材
育
成

の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
無
料
で
応
じ
る
事
業
を

開
始
し
ま
し
た
。ま
た
、高
い
技
術
を
持
つ
講

師
を
企
業
に
派
遣
し
て
、技
術
指
導
を
行
な
う

人
材
育
成
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　（
公
財
）く
ま
も
と
産
業
支
援
財
団

☎
０
９
６・２
８
９・２
４
３
８

と
き
　
８
月
27
日（
木
）

と
こ
ろ
　
公
立
大
学
法
人
熊
本
県
立
大
学（
熊

　
本
市
東
区
月
出
３‐

１‐

１
０
０
）

受
験
資
格
　
中
学
校
卒
業
程
度
の
学
歴
を
持

ち
、飲
食
店
や
給
食
施
設
な
ど
で
２
年
以
上
の

調
理
業
務
に
従
事
し
た
経
験
の
あ
る
人

願
書
配
布
　
５
月
中
旬
か
ら

　
　
　
　
各
保
健
所
、県
庁
健
康
づ
く
り
推
進

　
　
　
　
課
な
ど
で
配
布

願
書
受
付
　
6
月
15
日（
月
）〜
6
月
19
日（
金
）

提
出
先
　
熊
本
市
居
住
者
↓
熊
本
市
保
健
所

　
　
熊
本
市
外
の
県
内
居
住
者
↓
県
保
健
所

問
い
合
わ
せ
先

最
寄
り
の
保
健
所
ま
た
は

県
庁
健
康
づ
く
り
推
進
課

☎
０
９
６・３
３
３・２
２
５
２

　
放
送
大
学
で
は
平
成
27
年
度
第
２
学
期（
10

月
入
学
）の
学
生
を
募
集
中
で
す
。

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　
心
理
学・福
祉・経
済・歴
史・文
学・自
然
科

学
な
ど
、幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

　
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た
い
、

学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、様
々
な
目
的
で
幅

広
い
世
代
、職
業
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

○
15
歳
以
上
の
人
な
ら
、1
科
目
か
ら
学
習
す

る
選
科
履
修
生・科
目
履
修
生
と
し
て
入
学

で
き
ま
す
。

○
18
歳
以
上
の
大
学
入
学
資
格
を
お
持
ち
の

人
な
ら
、入
学
試
験
は
な
く
、全
科
履
修
生

と
し
て
入
学
で
き
、4
年
以
上
在
学
し
て
、

１
２
４
単
位
を
修
得
し
卒
業
す
る
と
、学
士

（
教
養
）の
学
位
を
取
得
で
き
ま
す
。

○
一
つ
の
分
野
を
体
系
的
に
学
び
た
い
人
に
は

「
放
送
大
学
エ
キ
ス
パ
ー
ト
」を
実
施
し
て
い

ま
す
。

出
願
期
間
　
第
1
回
は
8
月
31
日（
月
）ま
で
、

第
2
回
は
９
月
20
日（
日
）ま
で
。

資
料
請
求・問
い
合
わ
せ
先

　
放
送
大
学
熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６・３
４
１・０
８
６
０

資
料
請
求
は
無
料
で
す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
本
校
で
は
、障
が
い
の
あ
る
人
を
対
象
と
し

た
職
業
訓
練（
障
が
い
者
委
託
訓
練
）を
行
な
っ

て
お
り
、受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。受
講

料
は
無
料（
別
途
テ
キ
ス
ト
代
は
有
料
）で
す
の

で
、お
気
軽
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

①【
パ
ソ
コ
ン
基
礎
習
得
科
】

②【
パ
ソ
コ
ン
事
務
科
】
　　

と
き
　
①
②
８
月
４
日（
火
）〜
10
月
30
日（
金
）

と
こ
ろ

　
①
株
式
会
社
プ
ラ
ン
ト（
熊
本
市
中
央
区
神

　
水
1
丁
目
38‐

10
）

　
②
有
限
会
社
Ｐ
Ｃ
ク
リ
エ
イ
ト（
玉
名
市
築

　
地
１
９
１‐

１
）

受
講
対
象
障
が
い
　

①
下
肢
障
が
い・内
部
障
が
い
、精
神
障
が

い
、発
達
障
が
い
、高
次
脳
機
能
障
が
い

②
聴
覚
障
が
い
、上
肢
障
が
い・下
肢
障
が

い・内
部
障
が
い
、精
神
障
が
い
、発
達
障
が

い
、難
病

定
員
　
①
５
人
　
②
７
人

内
容
　
①
②
パ
ソ
コ
ン（
ワ
ー
ド・エ
ク
セ
ル
な

ど
）の
基
本
知
識
や
技
能
の
習
得
お
よ
び
就

職
支
援

募
集
期
間
　
①
②
６
月
30
日（
火
）

費
用①

テ
キ
ス
ト
代  

８
，２
３
３
円（
税
抜
）程
度

②
テ
キ
ス
ト
代  

７
，６
３
３
円（
税
抜
）程
度

問
い
合
わ
せ
先
　

　
お
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
た
は

　
熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
９
６・３
７
８・０
１
２
１

　
平
成
27
年
度
の
労
働
保
険
年
度
更
新
手
続

は
６
月
１
日
か
ら
７
月
10
日
ま
で
で
す
。労
働

保
険
料
は
熊
本
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴

収
室
ま
た
は
県
内
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督

署
、も
し
く
は
日
本
銀
行
歳
入
代
理
店
の
金
融

機
関
ま
た
は
郵
便
局
で
申
告・納
付
し
て
く
だ

さ
い
。

　
年
度
更
新
を
怠
る
と
、追
徴
金
を
徴
収
す
る

障
が
い
者
職
業
訓
練
受
講
生
募
集

熊
本
県
調
理
師
試
験
実
施

労
働
保
険
年
度
更
新
の
お
知
ら
せ

放
送
大
学
10    
月
生
募
集

小
規
模
事
業
者
の
皆
さ
ん
へ

高
速
道
路
沿
線
の
皆
さ
ん
へ

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
救
急
講
習
会
の
開
催

「
甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
会
」開
催

家
庭
ト
ラ
ブ
ル
無
料
相
談
会
開
催

夏
休
み
特
別
企
画
！

「
キ
ッ
ズ
防
災
塾
」開
催

く ら し の 情 報
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全
国
か
ら
集
ま
る
青
少
年（
日
本
人・在
日
外

国
人
）が
、キ
ャ
ン
プ
生
活
や
富
士
登
山
な
ど
の

野
外
活
動
を
共
に
し
な
が
ら
友
情
を
深
め
、さ

ま
ざ
ま
な
体
験
を
通
し
て
、「
仲
間
づ
く
り
」

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
」の
大
切
さ
や
友
達
と
協
力
し
助

け
合
う
楽
し
さ
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
ま

す
。

と
き
　
８
月
３
日（
月
）〜
６
日（
木
）

と
こ
ろ
　
静
岡
県
立
朝
霧
野
外
活
動
セ
ン

タ
ー（
静
岡
県
富
士
宮
市
根
原
１
）

対
象
者
　
小
学
３
年
生
〜
中
学
３
年
生

定
員
　
日
本
人
80
人
、外
国
人
20
人

内
容
　
富
士
登
山
、テ
ン
ト
生
活
体
験
、野
外

炊
飯
体
験
、キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
、野
宿
体

験
な
ど

応
募
締
切
　
７
月
10
日（
金
）

参
加
費
　
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
費
と
旅
費
の
合
計

で
す
。プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
費
は
、３
４
０
０
０

円
で
す
。旅
費
は
出
発
地
で
異
な
り
ま
す
の

で
、詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先・資
料
請
求
先

　
公
益
財
団
法
人
　
国
際
青
少
年
研
修
協
会

☎
０
３・６
４
１
７・９
７
２
１

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、必
ず
期
限
内
に
申

告・納
付
す
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

年
度
更
新
申
告
書
の
記
載
方
法
に
つ
い
て

☎
０
１
２
０・９
４
９・７
３
２

そ
の
他
年
度
更
新
に
つ
い
て

熊
本
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴
収
室

☎
０
９
６・２
１
１・１
７
０
２

　
ま
た
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
ま

で
お
願
い
し
ま
す
。

　
事
業
所
内
の
最
も
低
い
時
間
給（
ま
た
は
時

間
換
算
額
）の
労
働
者
の
賃
金
を
40
円
以
上
引

き
上
げ
る
計
画
と
、労
働
能
率
の
増
進
に
資
す

る
設
備
の
導
入
な
ど
の
業
務
改
善
の
計
画
を

策
定
し
、実
施
し
た
中
小
企
業
に
対
し
、「
業
務

改
善
助
成
金
」と
し
て
費
用
の
４
分
の
３
を（
最

高
１
０
０
万
円
）を
助
成
し
ま
す
。

　
ま
た
、10
人
以
上
の
労
働
者
を
60
円
以
上
引

き
上
げ
た
場
合
は
、そ
の
人
数
に
応
じ
て
上
限

額
が
最
高
1
5
0
万
円
に
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、常
時
使
用
す
る
労
働
者
の
数
が
、

企
業
全
体
で
31
人
以
上
の
事
務
所
は
助
成
率

が
２
分
の
１
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

熊
本
労
働
局
　
労
働
基
準
部
　
賃
金
室

☎
０
９
６・３
５
５・３
２
０
２

　
富
士
山
麓
の
自
然
豊
か
な
キ
ャ
ン
プ
場
で
、

中
小
企
業
の
事
業
主
を
応
援
し
ま
す

青
少
年
交
流
キ
ャ
ン
プ
参
加
者
募
集

あら・たま魅力体感婚活　 玉東町

と　　き　６月７日（日）　午後０時３０分集合
集合場所　玉東町　ふれあい交流センター
参 加 費　男性2,500円
　　　　　女性1,000円
申込締切　6月3日（水）正午
申込資格　20歳以上37歳までの独身の男女各12人（抽選）（学生不可）
　　　　　※男性に限り、荒尾市または玉名郡市にお住まいか、勤務されている人。
　　　　　※会員登録が必要。（当日の入会も可能、登録料無料）
　　　　　※6月5日（金）以降は、キャンセル料が発生します。
申込方法　電話かメールでお願いします。

　今回は、玉東町でハニーローザを収穫しながら婚活を行ないます。ハニーローザとは、スモモの一種
で、玉東町が生産量日本一を誇っています。そのハニーローザを味わいながら収穫したり、スイーツを
作って旬の味を体感しながら、楽しく婚活してみませんか？

申込み・問い合わせ先
有明広域行政事務組合　荒尾・玉名地域結婚サポートセンター　☎0968・78・2543
E-mail：arao.tamana.k-s-c@wish.ocn.ne.jp
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20代から40代の女性
年間3,000円（講座内容によっては別途徴収することがあります）
20人（先着順・定員になり次第締切）
６月19日（金）
下記のE-mailに氏名、住所、生年月日、電話番号（携帯番号）、携帯アドレス、
E-mailアドレスを書いてお申込みください。
E-mail 　hukusi@jatamana.or.jp  
託児を希望される人はお申し出下さい。

JAたまな「きらめき女性カレッジ」
日　程

開講式
グラスサンドアート・商品研修

閉講式
メイクアップセミナー

地元農産物を使ったホテル・ニューオータニ
総料理長による料理講習

テーブルマナー

7月14日（火）

8月

11月

1月

講　　座

問い合わせ先　ＪＡたまな購買部　生活福祉課　担当：原賀・竹下
　　　　　　　☎0968・72・5517　FAX 0968・73・5900

第５回クリーンパークファイブミニフェスタ
と　　き　　６月14日（日）　午前９時～正午（雨天決行）
と こ ろ　　第２リサイクル工房（旧第２清掃センター）
　　　　　　和水町久井原1714
内　　容　　リサイクル品抽選会（午前11時30分～）
　　　　　　※抽選品数20点～30点（家具・自転車など）
　　　　　　※投票券の配布は、午前11時20分までです。

問い合わせ先　クリーンパークファイブ　☎０９６８・７８・４４３３

受 講 料
申込資格

募集定員
申込締切
申 込 先

そ の 他
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文
芸
コ
ー
ナ
ー

夏帯一本、または男帯や長い帯
（丸帯や名古屋帯以外でお願いしま
す。）                                                                 
裁縫道具・筆記用具・弁当
材料費１０００円

10人土山千代子氏
着物リフォーム
「夏帯で作るミニバッグ」

23日（火）
午前9時30分～午後3時

準備するもの募集期間募集
人員講師名講座名とき

  1日（月）午前9時から
12日（金）午後4時まで

希望者多数の場合の抽選日
１8日（木）午前10時

電話受付

申し込み先：クリーンパークファイブ　☎0968・78・4433
住　　　所：玉名郡長洲町名石浜42-1

６月リサイクル体験受講者募集

※受付方法　電話で受付を行い、受講希望者多数の場合は抽選となります。
その場合は、電話でご連絡します。(必ず受付時、連絡の取れる電話番号をお願いします)
電話がない場合は、受講決定ですのでリサイクル体験講座開講日においでください。　

　母校、滝川二高のモットー
「ひるまず、おごらず、はつらつ
と」サッカーを続けてきたコン
プレックスだらけの著者が、
ワールドカップに出場するま
での選手になった秘密が詰
まった一冊です。

「冬の薔薇　立ち向かう
こと　恐れずに」

（著者：小林　凛・日野原重明、株式会社ブックマン社）
　いじめられ不登校になった
少年を支えたのは、俳句だった
…生きる喜び、ほろ苦さ、哀し
み。俳人、小林凛君の感性の素
晴らしさとともに、九十歳差の
日野原先生とのやりとりも心
にあたたかい一冊です。

「鈍足バンザイ！ 僕は足が遅
かったからこそ、今がある。」
（著者：岡崎慎司、株式会社幻冬舎）

　昨年ＴＶドラマ化され話
題になった番組の原作本
です。歴史ある野球部の存
続をかけ、社長が、選手が、
監督が、技術者が、それぞ
れの人生とプライドをか
けて挑む「奇跡の大逆転」
とは？

「ルーズヴェルト・ゲーム」
（著者：池井戸 潤／株式会社講談社）

短
歌

風
よ
風
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一
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受
け
答
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光
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水
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る
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が
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控
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ん
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子
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一
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に
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た
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焼
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坂
口
　
公
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菜
園
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ゐ
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小
半
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

石
山
　
仁
明

社
会
へ
と
出
る
君
の
と
き
聖
五
月
　
　
　
　
　
　  

古
川
　
恵
子

愛
で
て
ゆ
く
人
の
数
多
や
あ
や
め
咲
く
　
　
　
　  

宮
中
み
す
え

コ
ン
ク
ー
ル
悔
し
涙
に
匂
ふ
バ
ラ
　
　
　
　
　
　  

永
田
　
紘
彦

目
覚
む
れ
ば
昼
寝
の
縁
の
風
匂
ひ
　
　
　
　
　
　  

宮
中
　
康
雄

鈴
蘭
の
咲
け
り
た
わ
わ
に
鈴
な
り
に
　
　
　
　
　  

中
山
ミ
サ
ト

肥
後
狂
句
会

意
気
込
ん
で
頑
張
る
孫
は
受
験
生
　
　
　
　
　
　  

福
永
す
み
れ

意
気
込
ん
で
孫
と
走
っ
て
足
疼
く
　
　
　
　
　
　  

瀬
上
　
歌
子

意
気
込
ん
で
走
っ
て
み
た
が
や
は
り
ド
ン
　
　  

　
大
山
こ
す
も
す

寂
し
か
ァ
広
い
屋
敷
に
一
人
住
み
　
　
　
　
　
　  

後
藤
　
撫
子

寂
し
か
ァ
孫
の
門
出
に
感
無
量
　
　
　
　
　
　
　  

池
田
　
　
茜

寂
し
か
ァ
人
の
声
せ
ん
家
の
ふ
え
　
　
　
　
　  

　
井
上
り
ん
ど
う

知
ら
っ
さ
ん
淡
い
思
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出
忘
れ
た
な
　
　
　
　
　  

二
瀬
　
桔
梗

知
ら
っ
さ
ん
手
取
り
足
取
り
教
え
に
ゃ
ん
　
　  

　
石
原
か
わ
せ
み

おかざきしん じ

いけい ど  じゅん

　六月は、雨の季節。雨音をき

きながら、本の世界にひたり晴

れやかな気持ちを味わう…

　そんな時間を過ごしてみま

せんか？

竹林を貸したい人・借りたい人を
募集します

　和水町地域雇用創造協議会では、大勢の人に竹林に目を向けて頂き、放置竹林を減らし
和水町産のタケノコをより一層PRしたいと活動しています。
　つなぎ役として協議会では竹林を貸したい人、竹林を借り整備をしたい人を募集しておりま
す。竹林を有効に活用して和水町を元気にしましょう！

　　　　問い合わせ先　和水町地域雇用創造協議会　　☎０９６８・８６・５７２７
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ０９６８・８６・４６６０
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ひ
と
あ
め

中央公民館
図書室だより
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文
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ー

夏帯一本、または男帯や長い帯
（丸帯や名古屋帯以外でお願いしま
す。）                                                                 
裁縫道具・筆記用具・弁当
材料費１０００円

10人土山千代子氏
着物リフォーム
「夏帯で作るミニバッグ」

23日（火）
午前9時30分～午後3時

準備するもの募集期間募集
人員講師名講座名とき

  1日（月）午前9時から
12日（金）午後4時まで

希望者多数の場合の抽選日
１8日（木）午前10時

電話受付

申し込み先：クリーンパークファイブ　☎0968・78・4433
住　　　所：玉名郡長洲町名石浜42-1

６月リサイクル体験受講者募集

※受付方法　電話で受付を行い、受講希望者多数の場合は抽選となります。
その場合は、電話でご連絡します。(必ず受付時、連絡の取れる電話番号をお願いします)
電話がない場合は、受講決定ですのでリサイクル体験講座開講日においでください。　

　母校、滝川二高のモットー
「ひるまず、おごらず、はつらつ
と」サッカーを続けてきたコン
プレックスだらけの著者が、
ワールドカップに出場するま
での選手になった秘密が詰
まった一冊です。

「冬の薔薇　立ち向かう
こと　恐れずに」

（著者：小林　凛・日野原重明、株式会社ブックマン社）
　いじめられ不登校になった
少年を支えたのは、俳句だった
…生きる喜び、ほろ苦さ、哀し
み。俳人、小林凛君の感性の素
晴らしさとともに、九十歳差の
日野原先生とのやりとりも心
にあたたかい一冊です。

「鈍足バンザイ！ 僕は足が遅
かったからこそ、今がある。」
（著者：岡崎慎司、株式会社幻冬舎）

　昨年ＴＶドラマ化され話
題になった番組の原作本
です。歴史ある野球部の存
続をかけ、社長が、選手が、
監督が、技術者が、それぞ
れの人生とプライドをか
けて挑む「奇跡の大逆転」
とは？

「ルーズヴェルト・ゲーム」
（著者：池井戸 潤／株式会社講談社）
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淑
　
乃

一
雨
に
活
気
づ
き
た
る
夏
野
菜
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

き
よ
み

菊
水
俳
句
会

焼
餅
の
匂
ふ
参
道
若
葉
風
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

坂
口
　
公
子

菜
園
に
鶯
と
ゐ
る
小
半
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

石
山
　
仁
明

社
会
へ
と
出
る
君
の
と
き
聖
五
月
　
　
　
　
　
　  

古
川
　
恵
子

愛
で
て
ゆ
く
人
の
数
多
や
あ
や
め
咲
く
　
　
　
　  
宮
中
み
す
え

コ
ン
ク
ー
ル
悔
し
涙
に
匂
ふ
バ
ラ
　
　
　
　
　
　  
永
田
　
紘
彦

目
覚
む
れ
ば
昼
寝
の
縁
の
風
匂
ひ
　
　
　
　
　
　  

宮
中
　
康
雄

鈴
蘭
の
咲
け
り
た
わ
わ
に
鈴
な
り
に
　
　
　
　
　  

中
山
ミ
サ
ト

肥
後
狂
句
会

意
気
込
ん
で
頑
張
る
孫
は
受
験
生
　
　
　
　
　
　  

福
永
す
み
れ

意
気
込
ん
で
孫
と
走
っ
て
足
疼
く
　
　
　
　
　
　  

瀬
上
　
歌
子

意
気
込
ん
で
走
っ
て
み
た
が
や
は
り
ド
ン
　
　  

　
大
山
こ
す
も
す

寂
し
か
ァ
広
い
屋
敷
に
一
人
住
み
　
　
　
　
　
　  

後
藤
　
撫
子

寂
し
か
ァ
孫
の
門
出
に
感
無
量
　
　
　
　
　
　
　  

池
田
　
　
茜

寂
し
か
ァ
人
の
声
せ
ん
家
の
ふ
え
　
　
　
　
　  

　
井
上
り
ん
ど
う

知
ら
っ
さ
ん
淡
い
思
い
出
忘
れ
た
な
　
　
　
　
　  

二
瀬
　
桔
梗

知
ら
っ
さ
ん
手
取
り
足
取
り
教
え
に
ゃ
ん
　
　  

　
石
原
か
わ
せ
み

おかざきしん じ

いけい ど  じゅん

　六月は、雨の季節。雨音をき

きながら、本の世界にひたり晴

れやかな気持ちを味わう…

　そんな時間を過ごしてみま

せんか？

竹林を貸したい人・借りたい人を
募集します

　和水町地域雇用創造協議会では、大勢の人に竹林に目を向けて頂き、放置竹林を減らし
和水町産のタケノコをより一層PRしたいと活動しています。
　つなぎ役として協議会では竹林を貸したい人、竹林を借り整備をしたい人を募集しておりま
す。竹林を有効に活用して和水町を元気にしましょう！

　　　　問い合わせ先　和水町地域雇用創造協議会　　☎０９６８・８６・５７２７
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ０９６８・８６・４６６０
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ひ
と
あ
め

中央公民館
図書室だより
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子育てサークル

エプロン、三角巾、お子様のおにぎりなど、
抱っこおんぶ紐

持ってくるもの

ピノッキオでは、「親子の交流」「子育て相談」「子育ての情報提供」「子育てサークル支援」などを
とおして仲間つくりや子育てのサポートを行っています。

開設日　毎週月曜～金曜　午前９時～正午、午後１時半～４時　※土日、祝日はお休み　イベントの日の午後からもご利用ください。 

　里帰りなどで、チャイルドシート・ジュニアシート
が必要な人は最長７日間貸し出します。詳しくは、
住民課健康福祉係（34－3111）にお尋ね下さい。

開 設 日　毎週　火・木・金　　
開設時間　午前10時～正午　　午後１時～４時　　利 用 料　無料
利用できる人　子育て中の親子（保護者と子ども）・妊婦・子育て支援に携わる人
※原則として、和水町内に住んでいるか勤務する人です。また、出産や休暇を利用して帰省中の人も利用できます。

今月のイベント

※詳しくは『おたより』または、『ホームページ』をご覧ください。

チャイルドシート
短期間貸し出します

問い合わせ先　総合支所内　和水町子育てひろば　　☎0968・34・3111（内線787）

問い合わせ先　菊水ひまわり園内　子育て支援センター　☎０９６８・８６・５６５５

「甘酒を使った料理教室」
　甘酒を使った料理を皆で作ります。酵素が入った
甘酒をいろんなお料理に使いますよ。その日の夜
から応用したい裏ワザなど、甘酒を上手に取り入れ
て美味しく、そして簡単に使いましょう。子育て中の
ママ必見です。

と　き ６月26日(金)　午前10時～午後１時

中央公民館（１Ｆ和室・調理室）ところ

パン作り＆子ども服譲渡会内　容

準備の都合上、６月12日(金)まで
※キャンセルの場合は、連絡をお願いします。

予　約

おいしいランチ、みんなでい
ただきまーす。

　 　 5

9 10 11 128

2 3 41

16 17 18 19

25 26

15

23

30

2422

29

火 水 木 金月

ピノキオフレンズ
触れ合い遊び

（皆行原公民館）

自由にご利用ください。

自由にご利用ください。自由にご利用ください。自由にご利用ください。

ベビーマミー
離乳食講座

（中央公民館・１０時～）

はじめてピノッキオ
（初利用者対象）
10時半～11時半

おひさまタイム
（10時～11時）

自由にご利用ください。 自由にご利用ください。

自由にご利用ください。

自由にご利用ください。

自由にご利用ください。自由にご利用ください。

自由にご利用ください。自由にご利用ください。

自由にご利用ください。

自由にご利用ください。

自由にご利用ください。

ピノッキオパーク
陶芸教室

（要予約・3日まで）

ピノッキオパーク
誕生会

（要予約・5日まで）

ピノッキオパーク
フッ素塗布
虫歯予防講話

ピノッキオパーク
リトミック
身体測定

「苺ジャム作り」午前　要予約 2日（火）まで
・集合場所　三加和公民館調理室
・待ってくる物　エプロン・三角巾・ジャムを入れる容器

9日 火  6月

「父の日製作～似顔絵クッキーを作ろう～」午前　要予約9日（火）まで
・集合場所　三加和公民館調理室
・持ってくる物　エプロン・三角巾・おんぶ紐

16日 火  6月

「虫よけスプレーを作ろう」午前　要予約 23日 ( 火 ) まで
・赤ちゃんの肌に優しいスプレーを作ります。30日 火  6月

「七夕交流会」午前　要予約 6月 25日 ( 木 ) まで
・ふれあい会の人たちと一緒に七夕飾りを作ります。3日 金  7月

「絵本の読み聞かせ」午前
・和水おはなしの会による楽しい読み聞かせです。

「身体測定」午前・午後　☆昼ご飯OKの日☆
・午前から午後まで連続して利用できます。
・一日利用される人はお弁当をお持ちください。

23日 火  6月

18日 木  6月

カッコイイかぶとをかぶって、
「ハイ ポーズ」

豆まき交流会
和水おはなしの会の読み聞かせを
聞いた後、みんなでおやつを食べな
がら色々なお話をして楽しみました。

 「子どもの日のお祝い」

子どもたちも移植ごてを使い、
朝顔、風船かづら、ゴーヤ、つ
るむらさきを植えました。

緑のカーテン苗植え

左のマークの日は、自由に利用できます。
イベントの日の午後からもご利用ください。

子育てひろば

ピノッキオ

にこにこクラブ
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6 月

7 月

注）１．日程のご都合の悪い人や総合支所での交付をご希望の
方などはご相談下さい。

２．第２子以降の母子健康手帳交付には、上のお子さんの
母子健康手帳をご持参下さい。

３．交付には約1時間必要ですので、時間に余裕をもって
おいで下さい。

３歳児健診11
木

対象者 平成23年11月、12月生
と　き 午後１時30分～
ところ 健康管理センター

25
木

２歳児歯科検診
対象者 平成25年３月、４月生
と　き 午前９時30分～
ところ 保健センター

18
木

４カ月児健診
対象者 平成27年２月生
と　き 午後１時30分～
ところ 健康管理センター

２カ月児健康相談2
火

対象者 平成27年３月生
と　き 午前９時30分～
ところ 保健センター

７カ月児健診4
木

対象者 平成26年10月生
と　き 午後１時30分～
ところ 健康管理センター

７カ月児健診2
木

対象者 平成26年11月生
と　き 午後１時30分～
ところ 健康管理センター

２カ月児健康相談7
火

対象者 平成27年４月生
と　き 午前９時30分～
ところ 保健センター

母子手帳交付
受付場所 本庁・健康福祉課
受付時間 毎週金曜日　午前９時～11時30分

問い合わせ先　本庁　健康福祉課　保健予防係　☎０９６８・８６・5724

和水町立病院休日宿直医表

＊町立病院の日直医・宿直医は、変更になる場合があります。
医師にかかる前には、必ず事前に問い合わせをして、担当医師の確認
をしてください。

問い合わせ先　和水町立病院　　☎０９６８・８６・３１０５

外　　　科外　　　科6月 7日（日）

外　　　科外　　　科6月13日（土）

外　　　科外　　　科6月14日（日）

皮　膚　科皮　膚　科6月20日（土）

外　　　科外　　　科6月21日（日）

外　　　科外　　　科6月27日（土）

外　　　科外　　　科6月28日（日）

外　　　科外　　　科6月 6日（土）

宿　　直日　　直と　　き

休日在宅医表
と　　き 病院名 連絡先

6月14日（日）

6月 7日（日） さかき診療所（南関町）

和水町立病院

森の里クリニック（和水町）6月21日（日）

０９６８・５３・1125

０９６８・86・3105

０９６８・34・2800

6月28日（日） 和水クリニック（和水町） ０９６８・86・6001

乳幼児健診
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ゆでタコ
赤ピーマン
セロリ
玉ねぎ
　　塩
　　オリーブ油
　　白ワインビネガー
　　レモン汁
パセリ

松永 颯
 そう た

くん
太

松野 美
 み え

絵

　
皆
さ
ん
、こ
ん
に
ち
は
。

ス
リ
ー
プ
で
す
。も
う
６
月

で
す
ね
。ス
リ
ー
プ
は
４
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ら
の
２
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と
っ
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早
く
感
じ
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。仕
事
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だ
ん
だ
ん
と
覚
え
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ま
し

た
が
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だ
ま
だ
慣
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の
で
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皆
さ
ん
は
５
月
の
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
を
ど
の
よ
う

に
過
ご
さ
れ
た
で
し
ょ
う

か
。ス
リ
ー
プ
は
東
京
へ
旅

行
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。久

し
ぶ
り
に
高
校・大
学
時
代

の
友
達
に
会
っ
た
り
し
て
楽

し
み
ま
し
た
。

　
そ
う
い
え
ば
、郡
民
体
育

祭
で
和
水
町
が
１０
連
覇
し

ま
し
た
。さ
す
が
陸
上
の
町

だ
な
あ
と
改
め
て
思
い
ま
し

た
。ス
リ
ー
プ
も
選
手
の
頑

張
り
に
負
け
な
い
よ
う
に
広

報
の
仕
事
に
力
を
入
れ
て

頑
張
り
ま
す
。よ
ろ
し
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お

願
い
し
ま
す
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ス
リ
ー
プ

人 動の き 平成27年4月末日現在（先月比）

19人
38人
43人

8人
－10 
－6 
－3 

－16 
5,074人
5,717人

3,879世帯

10,791人
死　亡男
転　入女
転　出世帯数

出　生人　口

ひとくち
メモ＆

栄養コ
メント 　赤ピーマンにはビタミンＣが豊富に含ま

れています。ビタミンＣは酸化を防いでく
れます。

❶タコ、赤ピーマン、セロリ、玉ねぎは薄切りにする。
❷バットにマリネ液の材料を合わせて混ぜる。
❸❷に❶とパセリを加えて全体を混ぜ、１０分ほどおいて味をなじ
ませる。

（作り方）

2015  June
平
成
27年

6月
1日
発
行

ちゃん

H21年生まれ（中原）
パパ   扶巳弥 さん
ママ   実穂子 さん

H21年生まれ（牧野）
パパ   吉　秀 さん
ママ   美　和 さん

最後の園生活。元気いっ
ぱい遊んで、たくさん思
い出作ってね♪

明るく元気な美絵ちゃん。
今年は年長さん。色々な
事に頑張ってね。これから
も美佳姉ちゃんと仲良く
遊んでね♡

材料（4人分量）
̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶ 80ｇ
̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶ 40ｇ

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶ 60ｇ
̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶ 60ｇ
̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶ 小さじ½

̶̶̶̶̶̶̶̶̶ 大さじ２と⅔
̶̶̶̶̶̶̶ 小さじ４

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶小さじ４
̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶ 適宜

（マリネ液）
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広
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な
ご
み

くまもとグリーン農業
応援宣言

お
詫
び
と
訂
正

　和水町在住のかわいい子どもさん（小学校入学前）
の写真を募集します。
①子どもの氏名・ふりがな
②行政区
③保護者の氏名
④コメント（60字以内）
を添えて本庁まちづくり推進課または総合支所
住民課までお持ちください。
※応募多数の場合は順番に掲載になります。ご了承ください。

広
報
な
ご
み
５
月
号
３
ペ
ー
ジ

の
三
加
和
中
学
校
の
教
職
員

紹
介
の
部
分
で
、④
１
年
主
任

　
池
田
完
治
　
⑨
３
年
主
任

　
三
川
京
子
と
表
記
し
て
い

ま
し
た
が
、正
し
く
は
④
２
年

主
任
　
池
田
完
治
　
⑨
１
年

主
任
　
三
川
京
子
で
し
た
。お

わ
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

本庁　まちづくり推進課　企画調整係
☎0968・86・5721問い合わせ先


